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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  行走査電極駆動回路を２ブロック配置した液
晶表示装置において、順次走査と飛び越し走査の双方の
表示信号に対応することができるようにし、かつ順次走
査における上下の連結欠陥の発生を解消する。
【解決手段】  行走査電極駆動回路１３及び１４の各段
の出力Ｂ１１、Ｂ２１、Ｂ１２、Ｂ２２、・・・と、こ
れに対応する行走査電極Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・との
間にゲート回路ＡＮＤ１、２、・・・を接続し、このゲ
ート回路で行選択パルスのオン期間を制御することによ
り、隣り合う行走査電極Ｇに供給される行選択パルスの
オン期間がオーバーラップしないようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリクス状に配置された複数の表示画
素毎に設けられたスイッチング素子と、前記スイッチン
グ素子の一方の主端子に接続された複数の列信号電極
と、前記スイッチング素子の制御端子に接続された複数
の行走査電極と、前記スイッチング素子の他方の主端子
に接続された補助容量及び画素電極と、前記複数の列信
号電極に表示信号を順次サンプリングする列信号電極駆
動回路と、奇数番目の前記行走査電極に接続された前記
スイッチング素子の制御端子に行選択パルスを供給する
第１の行走査電極駆動回路と、偶数番目の前記行走査電
極に接続された前記スイッチング素子の制御端子に行選
択パルスを供給する第２の行走査電極駆動回路と、前記
複数の画素電極と対向配置された共通電極と、前記複数
の画素電極と前記共通電極との間に保持された液晶部材
とを備えた液晶表示装置において、
前記第１及び第２の行走査電極駆動回路の各出力とこれ
に対応する各行走査電極との間に、前記スイッチング素
子の制御端子に供給される行選択パルスのオン期間を制
御するゲート回路を接続したことを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項２】  請求項１に記載の液晶表示装置におい
て、
前記第１の行走査電極駆動回路は、奇数番目の前記行走
査電極に接続された前記スイッチング素子を２ライン期
間オン状態とする行選択パルスを供給し、
前記第２の行走査電極駆動回路は、偶数番目の前記行走
査電極に接続された前記スイッチング素子を２ライン期
間オン状態とする行選択パルスを、前記第１の行走査電
極駆動回路から供給される行選択パルスよりも１ライン
期間の位相遅れで供給し、
奇数番目の前記行走査電極に接続するゲート回路と偶数
番目の前記行走査電極に接続するゲート回路を、１ライ
ン期間ごとに交互に導通／非導通とすることにより、
隣り合う行走査電極に供給される行選択パルスのオン期
間が後半の１ライン周期のみとなるようにしたことを特
徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、例えば投射型デ
ィスプレイ等に好適な液晶表示装置に関するもので、詳
しくはアクティブマトリクス型液晶表示装置に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】図５は、従来のアクティブマトリクス型
液晶表示装置の回路構成を示すブロック図であり、とく
に行走査電極駆動回路を２ブロック配置した場合の回路
構成を示している。
【０００３】この液晶表示装置１０は、図示しない単結
晶シリコン基板上に複数の列信号電極Ｄ１、Ｄ２、・・
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・（以下、適宜にＤと総称する）が並行して配置されて
おり、またこれと直交する方向に複数の行走査電極Ｇ
１、Ｇ２、・・・（以下、適宜にＧと総称する）が配置
されている。
【０００４】各列信号電極Ｄと行走査電極Ｇとの交差部
には表示画素ＰＩＸが配置されている。また、前記シリ
コン基板と対向する位置には共通電極が形成された図示
しない対向基板が配置されており、前記画素電極と共通
電極との間には配向層を介して液晶層が保持されてい
る。
【０００５】列信号電極駆動回路１１は、水平シフトレ
ジスタ１２とサンプリングスイッチＳＷ１、ＳＷ２、Ｓ
Ｗ３、・・・ＳＷｉ（以下、適宜にＳＷと略称する）か
らなるスイッチ群により構成されている。各サンプリン
グスイッチＳＷの入力側は、表示信号（Ｖｉｄｅｏ）が
供給される表示信号供給線ＳＩＧと共通に接続され、出
力側は対応する列信号電極Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、・・・に
それぞれ接続されている。そして、図示しない駆動タイ
ミング生成回路から供給される水平スタート信号ＨＳ
Ｔ、水平クロック信号ＨＣＫ１及びＨＣＫ２により水平
シフトレジスタ１２が駆動され、所定のタイミングでオ
ンパルス信号が順に出力される。このオンパルス信号に
よってサンプリングスイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３、
・・・を順次オン状態とすることにより、１ライン期間
（１水平期間）に出力すべき表示信号が列信号電極Ｄ
１、Ｄ２、Ｄ３、・・・に順次サンプリングされる。
【０００６】行走査電極駆動回路としては、奇数番目に
位置する行走査電極Ｇ１、Ｇ３、・・・に対応した行走
査電極駆動回路１３と、偶数番目に位置する行走査電極
Ｇ２、Ｇ４、・・・に対応した行走査電極駆動回路１４
の２ブロックが配置されている。
【０００７】各行走査電極駆動回路１３、１４は図示し
ないシフトレジスタを含む回路で構成され、図示しない
駆動タイミング生成回路からは、垂直スタート信号ＶＳ
Ｔodd 、垂直クロック信号ＶＣＫ１odd 、同ＶＣＫ２od
d が行走査電極駆動回路１３に、また垂直スタート信号
ＶＳＴeven、垂直クロック信号ＶＣＫ１even、同ＶＣＫ
２evenが行走査電極駆動回路１４にそれぞれ供給されて
いる。各行走査電極駆動回路の図示しないシフトレジス
タは、前記ＶＳＴ、ＶＣＫ１及びＶＣＫ２により駆動さ
れ、行走査電極Ｇ１、Ｇ３、・・・、及び行走査電極Ｇ
２、Ｇ４、・・・に後述するようなタイミングで順次、
行選択パルス（走査信号）を出力する。
【０００８】表示画素ＰＩＸは、図６の回路構成図に示
すように、スイッチングトランジスタＴｒ、補助容量Ｃ
ｓ、画素電極１５、共通電極１６及びこれら電極間に保
持される液晶層ＬＣにより構成されている。行走査線Ｇ
に行選択パルスが供給されると、対応する表示画素ＰＩ
ＸのスイッチングトランジスタＴｒがオン状態となり、
列信号電極Ｄにサンプリングされた表示信号がスイッチ
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ングトランジスタＴｒを介して液晶層ＬＣに印加され
る。補助容量Ｃｓは、スイッチングトランジスタＴｒの
オフ期間に液晶層ＬＣの駆動電圧を保持して、高デュー
ティ比を得るために接続されている。この結果、表示画
素ＰＩＸに対応した液晶層ＬＣには、画素電極１５を介
して表示信号が印加され、液晶層ＬＣの光変調度が表示
信号の電圧値に応じて変化する。これにより、表示信号
のもつ情報量に対応した画像が表示されることになる。
【０００９】図７は、行走査電極駆動回路１３及び１４
に含まれるシフトレジスタの回路構成図である。シフト
レジスタ２０は、複数のインバータ回路２１及びＣＭＯ
Ｓ転送ゲート２２で構成されている（符号は１つのみに
付している）。初段のインバータ回路２１には、図示し
ない駆動タイミング生成回路からＶＳＴ（odd 又はeve
n、ＶＣＫも同様）が入力されるとともに、各段のＣＭ
ＯＳ転送ゲート２２には、ＶＣＫ１（Ф１及びその反転
クロック／Ф１）とＶＣＫ２（Ф２及びその反転クロッ
ク／Ф２）の２相のクロック信号が交互に供給されてい
る。このＶＣＫ１及びＶＣＫ２のクロック１周期によ
り、ＶＳＴが１段分シフトされ、行選択パルスとして行
走査電極Ｇに出力される。
【００１０】図５に示すような、行走査電極駆動回路を
２ブロック配置した液晶表示装置１０では、順次走査
（ノンインターレース）と飛び越し走査（インターレー
ス）の双方に対応することができる。次に、順次走査／
飛び越し走査のそれぞれにおける駆動方式について簡単
に説明する。
【００１１】図８は、順次走査で駆動する場合の動作タ
イミングを示すタイミングチャートである。
【００１２】行走査電極駆動回路１３と行走査電極駆動
回路１４の各シフトレジスタには、転送クロックとし
て、図中“ｔ”で示す１ライン期間の２倍周期のＶＣＫ
１及びＶＣＫ２が供給されている。このＶＣＫ１及びＶ
ＣＫ２は、odd とevenでは位相が１水平周期ずれてお
り、行走査電極駆動回路１３と行走査電極駆動回路１４
は位相が１／２周期（１水平周期）ずれたクロックでシ
フト動作を行っている。また、ＶＳＴevenはＶＳＴodd 
に対して１水平周期遅延したタイミングで入力されてい
る。この結果、行走査電極Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、・
・・には、図示のように２ライン期間分の行選択パルス
がそれぞれ１ライン期間の位相遅れで順次送り出され
る。これによると、各行走査電極Ｇに接続されている表
示画素ＰＩＸのスイッチングトランジスタＴｒは、各々
２ライン期間オン状態となるが、２ライン期間分の行選
択パルスは１ライン期間づつオーバーラップしているた
め、前半の１ライン期間にサンプリングされた表示信号
は、連続する後半の１ライン期間でサンプリングされる
表示信号により書き換えられる。したがって、実質的に
は後半の１ライン期間の表示信号が表示画素ＰＩＸに保
持され、この信号により液晶層ＬＣが駆動されることに
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なる。
【００１３】図９は、飛び越し走査で駆動する場合の動
作タイミングを示すタイミングチャートである。行走査
電極駆動回路１３と１４の各シフトレジスタには、転送
クロックとして、１ライン期間（１水平期間）と等しい
周期のＶＣＫ１及びＶＣＫ２が供給されている。このＶ
ＣＫ１及びＶＣＫ２の位相は、odd とevenともに同位相
であり、行走査電極駆動回路１３と行走査電極駆動回路
１４は同位相のクロックでシフト動作を行っている。そ
して、表示信号の奇数フィールド期間では、行走査電極
駆動回路１３と１４の各シフトレジスタに対するＶＳＴ
odd とＶＳＴevenは同位相で入力され、表示信号の偶数
フィールド期間では、行走査電極駆動回路１３のシフト
レジスタに対するＶＳＴodd は行走査電極駆動回路１４
のシフトレジスタに対するＶＳＴevenに対して１ライン
期間先行したタイミングで入力される。この結果、表示
信号の奇数フィールド期間では、行走査電極（Ｇ１，Ｇ
２）、（Ｇ３，Ｇ４）、（Ｇ５，Ｇ６）、・・・の各組
に対して行選択パルスが順次送出され、また表示信号の
偶数フィールド期間では、行走査電極（Ｇ２，Ｇ３）、
（Ｇ４，Ｇ５）、（Ｇ６，Ｇ７）、・・・の各組に対し
て行選択パルスが順次送出される。このように、奇数フ
ィールド期間と偶数フィールド期間で行走査電極の組み
合わせを１行分ずらして選択することにより、飛び越し
走査の表示信号で駆動した時の垂直解像度を向上させる
ことができる。
【００１４】以上説明したように、図５に示すような行
走査電極駆動回路を２ブロック配置した液晶表示装置１
０では、順次走査の表示信号と飛び越し走査の表示信号
の双方に対して最適な駆動方式を選択することができ
る。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、行走査
電極駆動回路を２ブロック配置した従来構成の液晶表示
装置では、とくに順次走査の表示信号で駆動する場合に
以下のような問題点が生じていた。
【００１６】図１０は、縦方向に連続して配置された表
示画素に生じる連結欠陥の説明図であり、（ａ）は縦方
向に連続する３つの表示画素ＰＩＸの回路構成図、
（ｂ）はその表示状態を模式的に表したものである。
今、×印を付けた中央の表示画素ＰＩＸ２に欠陥がある
ものとする。
【００１７】先に説明したように、順次走査の表示信号
に対しては、行走査電極Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、・・
・には２ライン期間分の行選択パルスが１ライン期間の
位相遅れで順次送り出される。この場合、行走査電極Ｇ
ｎの２ライン期間のオン期間中、後半の１ライン期間に
は次行Ｇｎ＋１が同時にオンとなる。このため、行走査
電極Ｇｎ＋１の表示画素ＰＩＸ２にショートモードの欠
陥（例えばスイッチングトランジスタＴｒのソースと補
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助容量Ｃｓの共通配線とのショート、あるいはＴｒの図
示しないウェルとのショート）が存在すると、行走査電
極Ｇｎの表示画素ＰＩＸ１への表示信号として列信号電
極Ｄｍにサンプリングされた表示信号が行走査電極Ｇｎ
＋１の欠陥画素ＰＩＸ２の影響を受けることになり、図
１０（ｂ）に示すように、本来は表示画素ＰＩＸ２に単
独で存在する欠陥がＰＩＸ１にも及び、ＰＩＸ１とＰＩ
Ｘ２の上下の連結欠陥として認識されることになる。
【００１８】この発明は、上記従来技術の問題点を解決
するためになされたもので、行走査電極駆動回路を２ブ
ロック配置した液晶表示装置において、順次走査と飛び
越し走査の双方の表示信号に対応することができ、かつ
順次走査における上下の連結欠陥の発生を解消すること
ができる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【００１９】
【課題を解決するための手段】請求項１の液晶表示装置
は、マトリクス状に配置された複数の表示画素毎に設け
られたスイッチング素子と、前記スイッチング素子の一
方の主端子に接続された複数の列信号電極と、前記スイ
ッチング素子の制御端子に接続された複数の行走査電極
と、前記スイッチング素子の他方の主端子に接続された
補助容量及び画素電極と、前記複数の列信号電極に表示
信号を順次サンプリングする列信号電極駆動回路と、奇
数番目の前記行走査電極に接続された前記スイッチング
素子の制御端子に行選択パルスを供給する第１の行走査
電極駆動回路と、偶数番目の前記行走査電極に接続され
た前記スイッチング素子の制御端子に行選択パルスを供
給する第２の行走査電極駆動回路と、前記複数の画素電
極と対向配置された共通電極と、前記複数の画素電極と
前記共通電極との間に保持された液晶部材とを備えた液
晶表示装置において、前記第１及び第２の行走査電極駆
動回路の各出力とこれに対応する各行走査電極との間
に、前記スイッチング素子の制御端子に供給される行選
択パルスのオン期間を制御するゲート回路を接続したこ
とを特徴とする。
【００２０】請求項２の液晶表示装置は、請求項１に記
載の液晶表示装置において、前記第１の行走査電極駆動
回路は、奇数番目の前記行走査電極に接続された前記ス
イッチング素子を２ライン期間オン状態とする行選択パ
ルスを供給し、前記第２の行走査電極駆動回路は、偶数
番目の前記行走査電極に接続された前記スイッチング素
子を２ライン期間オン状態とする行選択パルスを、前記
第１の行走査電極駆動回路から供給される行選択パルス
よりも１ライン期間の位相遅れで供給し、奇数番目の前
記行走査電極に接続するゲート回路と偶数番目の前記行
走査電極に接続するゲート回路を、１ライン期間ごとに
交互に導通／非導通とすることにより、隣り合う行走査
電極に供給される行選択パルスのオン期間が後半の１ラ
イン周期のみとなるようにしたことを特徴とする。
【００２１】上記構成によれば、行選択パルスのオン期
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間をゲート回路で制御することにより、各行選択電極に
それぞれ供給される行選択パルスのオン期間を、隣り合
う行走査電極に供給される行選択パルスのオン期間とオ
ーバーラップしないようにすることができる。これによ
れば、隣り合う行走査電極に供給される行選択パルスの
オン期間が時間軸上で完全に分離されることになるの
で、任意の行に属する表示画素にショートモードの欠陥
が存在していても、その影響が上下に位置する他の表示
画素に供給される表示信号に及ぶことがない。
【００２２】
【発明の実施の形態】次に、この発明に係わる液晶表示
装置を、アクティブマトリクス型液晶表示装置に適用し
た場合の実施の形態について説明する。
【００２３】図１は、この実施形態に係わる液晶表示装
置の回路構成を示すブロック図である。
【００２４】図１において、図５と同一の符号を付した
列信号電極駆動回路１１、行走査電極駆動回路１３及び
１４、列信号電極Ｄ１、Ｄ２、・・・、行走査電極Ｇ
１、Ｇ２、・・・、表示画素ＰＩＸの構成は図５と同じ
であるため、これらの各部については説明を省略する。
【００２５】この実施形態の液晶表示装置１００におい
て、行走査電極駆動回路１３の各段の出力Ｂ１１、Ｂ１
２、・・・は、奇数番目に位置する行走査電極Ｇ１、Ｇ
３、・・・に対応し、また行走査電極駆動回路１４の各
段の出力Ｂ２１、Ｂ２２、・・・は、偶数番目に位置す
る行走査電極Ｇ２、Ｇ４、・・・に対応している。
【００２６】行走査電極駆動回路１３及び１４の各段の
出力Ｂ１１、Ｂ２１、Ｂ１２、Ｂ２２、・・・と各行走
査電極Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、・・・との間には、行
選択パルスのオン期間を制御するためのゲート回路ＡＮ
Ｄ１、ＡＮＤ２、ＡＮＤ３、ＡＮＤ４、・・・が接続さ
れている。
【００２７】ゲート回路ＡＮＤ１、ＡＮＤ２、ＡＮＤ
３、ＡＮＤ４、・・・のうち、奇数番目の行走査電極Ｇ
１、Ｇ３、・・・に対応するゲート回路ＡＮＤ１、ＡＮ
Ｄ３、・・・の一方のゲート信号入力端子はゲート信号
入力線１０１に共通に配線され、他方のゲート信号入力
端子は行走査電極駆動回路１３の各段の出力Ｂ１１、Ｂ
１２、・・・に接続されている。また、偶数番目の行走
査電極Ｇ２、Ｇ４、・・・に対応するゲート回路ＡＮＤ
２、ＡＮＤ４、・・・の一方のゲート信号入力端子はゲ
ート信号入力線１０２に共通に配線され、他方のゲート
信号入力端子は行走査電極駆動回路１４の各段の出力Ｂ
２１、Ｂ２２、・・・に接続されている。
【００２８】ゲート信号入力線１０１及び１０２には、
図示しない駆動タイミング生成回路からゲート信号ＧＡ
ＴＥ１、ＧＡＴＥ２がそれぞれ供給されている。
【００２９】ゲート回路ＡＮＤ１、ＡＮＤ２、ＡＮＤ
３、ＡＮＤ４、・・・では、出力Ｂ１１、Ｂ２１、Ｂ１
２、Ｂ２２、・・・がＨｉｇｈレベルで、かつゲート信
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7
号ＧＡＴＥ１、ＧＡＴＥ２がＨｉｇｈレベルの期間に、
Ｈｉｇｈレベルのパルス信号を行選択パルスとして、そ
れぞれ行走査電極Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、・・・に出
力する。
【００３０】次に、上記のように構成された液晶表示装
置１００の動作について説明する。図２は、図１の液晶
表示装置１００を順次走査で駆動する場合の動作タイミ
ングを示すタイミングチャートである。
【００３１】ここで、列信号電極駆動回路１１に供給さ
れるＨＳＴ、ＨＣＫ１、ＨＣＫ２、行走査電極駆動回路
１３に供給されるＶＳＴodd 、ＶＣＫ１odd 、ＶＣＫ２
odd、同じく行走査電極駆動回路１４に供給される行Ｖ
ＳＴeven、ＶＣＫ１even、ＶＣＫ２evenについては、図
８と同じであるため省略している。
【００３２】行走査電極駆動回路１３及び１４からは、
各段の出力Ｂ１１、Ｂ２１、Ｂ１２、Ｂ２２、・・・と
して、図示のように２ライン期間分の信号パルスが１ラ
イン期間の位相遅れで順次送り出されている。そして、
図示しない駆動タイミング生成回路からは、１ライン周
期でＨｉｇｈ／Ｌｏｗが切り替わるゲート信号ＧＡＴＥ
１、ＧＡＴＥ２がそれぞれ供給されている。このゲート
信号ＧＡＴＥ１、ＧＡＴＥ２のレベルは、同一周期では
Ｈｉｇｈ／Ｌｏｗが互いに逆転するように設定されてい
る。
【００３３】行走査電極駆動回路１３及び１４から送り
出される各段の出力Ｂ１１、Ｂ２１、Ｂ１２、Ｂ２２、
・・・の信号パルスは、図８の行走査電極Ｇ１、Ｇ２、
・・・に供給される行選択パルスと同じように、２ライ
ン期間分の信号パルスが１ライン期間づつオーバーラッ
プしている。ここで、行走査電極駆動回路１３から送り
出される出力Ｂ１１について見てみると、出力Ｂ１１の
後半１ライン期間ではゲート信号ＧＡＴＥ１はＨｉｇｈ
レベルであるため、行走査電極Ｇ１には１ライン期間分
の行選択パルス（Ｈｉｇｈレベル）が出力される。また
同一期間においてゲート信号ＧＡＴＥ２はＬｏｗレベル
であるため、行走査電極駆動回路１４から送り出される
出力Ｂ２１により、ゲート回路ＡＮＤ２から行選択パル
スが出力されることはない（Ｌｏｗレベル）。以下同様
に、出力Ｂ２１の後半１ライン期間ではゲート信号ＧＡ
ＴＥ２はＨｉｇｈレベルであるため、行走査電極Ｇ２に
は１ライン期間分の行選択パルス（Ｈｉｇｈレベル）が
出力される。また同一期間においてゲート信号ＧＡＴＥ
１はＬｏｗレベルであるため、行走査電極駆動回路１３
から送り出される出力Ｂ１２により、ゲート回路ＡＮＤ
３から行選択パルスが出力されることはない（Ｌｏｗレ
ベル）。
【００３４】ここで、ゲート回路ＡＮＤ１、ＡＮＤ２、
・・・に入力される出力Ｂ１１、Ｂ２１、・・・の信号
パルス、ゲート信号ＧＡＴＥ１、ＧＡＴＥ２、並びに行
選択電極Ｇ１、Ｇ２、・・・にそれぞれ出力される行選
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択パルスについて簡単に説明する。
【００３５】今、行走査電極駆動回路１３及び１４から
送り出される各段の出力Ｂ１１、Ｂ２１、・・・の信号
パルスのＨｉｇｈ／Ｌｏｗレベルを５／０Ｖとし、また
ゲート信号ＧＡＴＥ１、ＧＡＴＥ２のＨｉｇｈ／Ｌｏｗ
レベルを５／０Ｖとすると、それぞれの信号パルスがＨ
ｉｇｈレベルの期間にゲート回路ＡＮＤ１、ＡＮＤ２、
・・・からはＨｉｇｈレベルの信号パルスとして５Ｖの
行選択パルスが出力される。この行選択パルスは、図示
しないレベルシフト回路により、表示画素ＰＩＸのスイ
ッチングトランジスタＴｒをオン状態とするのに必要な
電圧、例えば１５Ｖにレベル変換され、行選択電極Ｇ
１、Ｇ２、・・・に出力される。
【００３６】このような動作が１ライン周期で繰り返さ
れる結果、ゲート回路ＡＮＤ１、ＡＮＤ２、・・・から
行選択電極Ｇ１、Ｇ２、・・・にそれぞれ出力される行
選択パルスのオン期間（Ｈｉｇｈレベル期間）は、もと
の出力Ｂ１１、Ｂ２１、・・・の２ライン周期分のうち
の後半の１ライン周期のみとなるため、隣り合う行走査
電極に供給される行選択パルスのオン期間とオーバーラ
ップすることがなくなり、時間軸上で完全に分離される
ことになる。したがって、任意の行に属する表示画素に
ショートモードの欠陥が存在していても、その影響が上
下に位置する他の表示画素に供給される表示信号に及ぶ
ことがなく、この結果、上下に位置する表示画素での連
結欠陥の発生を解消することができる。
【００３７】また、図１の液晶表示装置１００を飛び越
し走査で駆動する場合は、ゲート信号ＧＡＴＥ１及びＧ
ＡＴＥ２の双方をＨｉｇｈレベルで固定することによ
り、図９と同じ動作タイミングで駆動することができ
る。
【００３８】図１に示す液晶表示装置１００では、順次
走査における上下の連結欠陥の発生を解消できるだけで
なく、順次走査と飛び越し走査の双方の表示信号に対応
することができるが、飛び越し走査への対応を考慮しな
い場合には、例えば図３に示すような回路構成とするこ
とができる。
【００３９】図３に示す液晶表示装置２００において、
奇数番目の行走査電極Ｇ１、Ｇ３、・・・に対応するゲ
ート回路ＡＮＤ１、ＡＮＤ３、・・・の一方のゲート信
号入力端子はゲート信号入力線１０３に共通に配線さ
れ、ゲート信号ＧＡＴＥが供給される。また、偶数番目
の行走査電極Ｇ２、Ｇ４、・・・に対応するゲート回路
ＡＮＤ２、ＡＮＤ４、・・・の一方のゲート信号入力端
子はゲート信号入力線１０５に共通に配線され、インバ
ータ回路１０４で反転されたゲート信号ＧＡＴＥが供給
される。その他の構成は図１と同じであり、同等の部分
は同一の符号で表してる。また、このときの動作タイミ
ングのタイミングチャートを図４に示す。
【００４０】このように、回路構成を順次走査に特化し
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た場合は、図示しない駆動タイミング発生回路から供給
されるゲート信号ＧＡＴＥを１つにすることができるた
め、外部からの配線数を減らすことができる。
【００４１】なお、上記実施形態ではゲート回路をＡＮ
Ｄ回路で構成した例について示したが、ゲート回路の機
能はＯＲ回路で構成することもできる。
【００４２】
【発明の効果】以上説明したように、この発明に係わる
液晶表示装置では、順次走査において、隣り合う行走査
電極に供給される行選択パルスのオン期間がオーバーラ
ップしないため、欠陥画素の影響が上下に位置する他の
表示画素に供給される表示信号に及ぶことがなく、上下
に位置する表示画素での連結欠陥の発生を解消すること
ができる。
【００４３】したがって、順次走査と飛び越し走査の双
方の表示信号に対応するだけでなく、順次走査における
上下の連結欠陥の発生を解消することができる液晶表示
装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態に係わる液晶表示装置の回路構成を示
すブロック図。
【図２】図１の液晶表示装置を順次走査で駆動する場合*
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*の動作タイミングを示すタイミングチャート。
【図３】他の実施形態に係わる液晶表示装置の回路構成
を示すブロック図。
【図４】図３の液晶表示装置を駆動する場合の動作タイ
ミングを示すタイミングチャート。
【図５】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置の
回路構成を示すブロック図。
【図６】表示画素ＰＩＸの回路構成図。
【図７】各行走査電極駆動回路に含まれるシフトレジス
タの回路構成図。
【図８】図５に示す液晶表示装置を順次走査で駆動する
場合の動作タイミングを示すタイミングチャート
【図９】図５に示す液晶表示装置を飛び越し走査で駆動
する場合の動作タイミングを示すタイミングチャート。
【図１０】縦方向に連続して配置された表示画素に生じ
る連結欠陥の説明図。
【符号の説明】
１０，１００，２００…液晶表示装置、１１…列信号電
極駆動回路、１３，１４…行走査電極駆動回路、１５…
画素電極、１６…共通電極、ＬＣ…液晶層、ＰＩＸ…表
示画素、Ｃｓ…補助容量、Ｔｒ…スイッチングトランジ
スタ

【図１】 【図６】

【図７】

【図１０】
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